
5.2 研究トピックス

SMART観測トピックス

2015年 5月 6日 (日本時間)に活動領域NOAA 12339で発生した巨大フレア (X2.7)は、
連続光での複数のポイントでの増光が観測中に確認できるほど顕著であった (本報告表紙
参照)。
SMART/FISCHにより極めて高い時間分解能 (25frames/sec)で得られた画像に対しス

ペックルマスキング法による画像回復処理を行うことにより、1秒の時間分解能での安定
したライトカーブを得ることができた。連続光での増光箇所は、H-alpha線でのフレア
カーネルと時間的・空間的に対応していた。連続光の増光の 20秒程度前からH-alpha線
での緩やかな増光が始まり、H-alpha線での爆発的な増光にあわせて、連続光でも増光が
みられた。

図: 連続光 (Co)とH-alpha線 (Ha)での増光の時間変化。横軸は、時刻 (世界時 22時 6分か
ら 22時 14分まで)、縦軸は、増光前を 1とした相対的な明るさ。明るさの測定箇所 (a,b,c)

は、上段の画像参照。

2015年度は、他に 8月や 1月に中規模フレアや噴出現象を観測し、天文台ホームペー
ジ「天文現象速報」(http://www.kwasan.kyoto-u.ac.jp/topics/kako.html) にて、報告を
行った。

(石井 貴子 記)
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 He I が吸収線として現れている部

分については、源泉関数が小さく衝

突励起が不十分になっていることが

考えられる。一方 He I が輝線となっ

ている部分では衝突励起が優勢とな

ってLTEに近いと考えられる。このこ

とからHαフレアリボンの増光が放射

による照り返しによるか、衝突によるも

のかの分離が可能となる。図4におい

て He I で吸収となっている場所で

は密度の高い光球から彩層底部に

おけるプラズマの加熱・下降運動で

あると考えられる。また図5における青

方偏移した吸収線は、フレアピークに

おける密度のやや低い彩層蒸発流の上昇運動であると考えられる。

 同時観測されたRHESSIの硬X線スペクトルの時間変化を入力として、RADYNコードを

用いて太陽大気の1次元輻射流体力学計算を行った。図6に観測から得た注入電子フラッ

クスおよび太陽大気中の高さおよび経過時間に対する温度・密度・速度場を示す。数値計

算結果よりフレア初期における彩層上部における上昇運動、及びフレアピークにおける彩

層蒸発に伴う下降運動とその上部における上昇運動と同時に、彩層上部における He I
の存在密度の上昇が現れ、観測と一致する結果が得られた。

                                      これらの研究結果は2015年
度太陽研究者連絡会シンポ

ジウム、ALMA-IRIS-DKIST
Workshop、及びUK DKIST
Workshopで報告を行った。

                            (川手 朋子（Queen's University Belfast） 記）

 
      図 5  Hα, He I 6678/5876 Å スペクトル 
       の時間変化と Hα、He I/II の光度曲線 

 
図 6  硬 X 線観測から得られた電子フラックスと 

RADYN で計算した温度・速度・電子密度・中性 
水素密度と He I/II の存在密度 
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